
中学校第２学年 数学科 学習指導案 
期 日 平成22年９月27日(月) 第５校時 
場 所 八代市立鏡中学校 ２年４組教室 
指導者 教諭 伊織 健太郎 

１ 単元名 
｢ 一次関数 ｣（啓林館） 

２ 単元について 
(1) 変化の多い現在の社会は，多種多様な情報や事象にあふれており，それらの具体的な事象 

に応じて考え，判断し，行動することが必要となっている。生徒は日常生活において買い物 
をするとき等で，関数的な事象に接している。しかし，その場面で自分が関数に触れている 
という意識をあまり持っていない。そのため，生徒が日常生活の中で無意識に触れている関 
数的な事象について，それを関数の概念であると意識的にとらえることができるように，生 
徒に数学的な見方・考え方を身に付けさせる学習を行う必要がある。 

中学校学習指導要領数学の第２学年の目標(３)に「具体的な事象を調べることを通して， 
一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表現し考察する能力を養う 」と 。 
ある。つまり，第１学年の比例，反比例で学習した関数的な見方や考え方を，第２学年では 
更に深めていくことになる。生徒は，第１学年の比例，反比例において，変数と変域や座標 
について理解するとともに，比例，反比例の関係を，表，式，グラフなどで表し，それらの 
特徴について学習している。本単元では，具体的な事象における二つの数量の変化や対応を 
調べることを通して，一次関数について理解を深めていく。また，二元一次方程式を二つの 
変数の間の関数関係ととらえたり，関係を見いだし表現したりして，方程式で表されたいろ 
いろな事象を考察していく。 

本単元はこれらの学習を通し，関数関係を見いだし，表現し，考察する能力を養うことに 
適した単元である。また，関数関係を言葉や式，表，グラフなどを適切に用いて説明する言 
語活動等を通して，思考力，表現力を高めることができる単元である。 

(2) 本単元の系統は次のとおりである。 

【中学校１年】 【中学校２年】 【中学校３年】 

y ax ４章 比例と反比例 ２章 連立方程式 ４章 関数 ＝ ２ 

比例（ ＝ ） 連立方程式とその解 関数 ＝ のグラフ y ax y ax ２ 

座標 連立方程式の利用 関数 ＝ の値の増 y ax ２ 

比例のグラフ 減と変域 
反比例 関数 ＝ の変化の y ax ２ 

反比例のグラフ 割合 
比例，反比例の利用 関数 ＝ の利用 y ax ２ 

３章 一次関数 

一次関数 
一次関数の値の変化 
一次関数のグラフ 
一次関数の式を求め 
ること 
方程式とグラフ 
連立方程式とグラフ 
一次関数の利用 

(3) 本単元に関わる生徒の実態は次のとおりである （男子20名，女子16名） 。 
○本学級は男子が元気良く女子が少しおとなしいが，全体的には明るい学級である。学力面で 
の個人差は大きい。しかし，授業中に分からない内容があったときにはお互いに教え合う姿 
なども見られる。 

○自分はやればできるという思いはあるが,自分の考えや意見に自信が無く,発表することに対 
して苦手意識を持つ生徒が多い。 

○数学学習に関する実態調査（35人）



項 目 ◎ ○ △ × 

数学の授業の内容は，よく分かりますか。 ６ ６ ２ 21 

答えだけでなく，解き方や考え方が分かるようにノート（プリント）に ５ ２ 11 17 
書いていますか。 

友だちと考えを出し合う活動（話し合い活動）は好きですか。 ３ １ 18 13 

○レディネステストの結果（36人） 
・比例の関係の表をかくことができる。 ・・・36人 
・反比例の関係の表をかくことができる。 ・・・30人 
・点の座標をよみとることができる。 ・・・29人 
・座標を座標軸に表すことができる。 ・・・28人 
・比例のグラフをかくことができる （ ＞０） ・・・24人 。  a 
・比例のグラフをかくことができる （ ＜０） ・・・23人 。  a 
・比例のグラフをもとに比例の式を求めることができる。 ・・・５人 

○熊本県学力調査の結果から，４つの観点ともに定着率は低い傾向にあることがわかる。特に 
数学的な表現・処理及び知識・理解については，県平均との差が大きい。すべての観点にお 
いて問題の定着率に課題が見られる。 

(4) 指導にあたっては，次の点に留意する。 
○既習事項である比例，反比例の学習を基に，生徒の実態に応じてその内容を振り返りながら 
一次関数の学習を進めていく。学習を通して，関数関係を見いだし考察し表現する能力を身 
に付けさせたい。 

○問題の設定と問題解決の過程を大切にしたい。学習活動の中で生徒の興味・関心が高まるよ 
うに発問を工夫し，班活動の中で様々な考え方が出るようにしたい。 

○生徒一人一人の考えや意見が出やすいような環境をつくりたい。そのために，班活動を取り 
入れ，話合いをしてお互いの考えを出し合い，協力して問題解決をしていく態度を育ててい 
きたい。また，生徒個々の能力を高めるとともに，個に応じた指導ができるようにしていき 
たい。 

○人権教育の視点 
学習活動の中で班活動を取り入れ，問題解決のために友達と協力し自ら進んで活動する態 

度を育てていきたい。また，班活動の中で自分の意見や考えを出すことで，生徒の学習に対 
する満足感を味わわせたい。 

思考力，表現力等と言語活動 
本単元における思考力，表現力等とは，事象の中にある関係を理想化したり単純化したり 

することによってとらえる力，事象の中にある数量の関係を既習の関数と仮定して処理し， 
導かれた結果を事象に照らして判断する力，既習の数学の内容を関数の視点から動的な関係 
として見直すことにより，変わるものの中で変わらない性質を見抜き，それを他者に説明す 
る力ととらえる。これらの力を育成するために，関数を日常生活や数学の具体的な場面で活 
用し説明する場を設定し，課題に対して自分の考えを持たせ，ペア学習や班学習の中で数学 
的な表現を用いて，根拠を明らかにし筋道を立てて説明し合う言語活動を行う。授業の終わ 
りにその時間の学習課題について，自分の考えや分かったことを振り返る自己評価の活動を 
取り入れる。また，単元の終末に単元テスト及びレポートの作成を行う。単元テストでは， 
知識・理解，表現・処理の観点から問う問題だけでなく，言語活動の視点から自分の思考過 
程を文章や図，表，式，グラフ等を活用して説明させる問題を含めて実施する。 

３ 単元の目標と評価規準 
単元の目標 (１)具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，変化や対応を調べる 

ことを通して，関数関係を見いだし表現し考察したり，具体的な事象 
についての観察や実験を通して，数学的な楽しさに気付き，関数の考 
えを意欲的に具体的な問題の解決に活用しようとする。 

， (２)具体的な事象の中にある変化や対応についての見方や考え方を深め 
， 。 事象を数理的にとらえ 見通しを持ち論理的に考察することができる 

(３)数量の関係をグラフや二元一次方程式で表し処理したり，関数関係 
を的確に表現したりするなどして，問題の解決に一次関数を利用する 
ことができる。 

(４)一次関数の意味，変化の割合とグラフの特徴，問題解決への利用の



仕方を理解している。 
数学への関心・意欲 ○具体的な事象の中にある二つの数量に関心を持ち，観察，実験などを 
・態度 通して一次関数を調べようとする。 

○一次関数に関心を持ち，表，式，グラフなどを用いて，その特徴を調 
べようとする。 

○一次関数が実生活に深く関わっていることに気付き，問題の解決に利 
用しようとする。 

， ○二元一次方程式を二つの変数の関数関係ととらえられることに気付き 
一次関数と関連付けて考察しようとする。 

数学的な見方や考え ○具体的な事象の中にある二つの数量を取り出し，それらの間の変化や 
方 対応の関係に着目して調べ考察し，一次関数によってとらえられるも 

のがあることに気付く。 
， ， 。 ○一次関数の特徴を表 式 グラフなどを用いて考察することができる 

○具体的な事象を，一次関数を用いて考察し，その結果が適切であるか 
どうか振り返って考えることができる。 

○一次関数と二元一次方程式との関係を用いて，方程式の解の意味など 
を考察することができる。 

数学的な表現・処理 ○一次関数の関係を式で表すことができる。 
○一次関数の関係を表，式，グラフなどで表現したり，その特徴を読み 
とったりすることができる。 

○一次関数の変化の割合を求めることができる。 
， ， ， ， ○一次関数の表 式 グラフなどを用いて 具体的な事象を表現したり 

処理したりすることができる。 
○二元一次方程式の解を座標平面上に表現することができ，連立二元一 
次方程式の解を二直線の交点の座標として求めることができる。 

数量・図形について ○関数や関数関係，一次関数の意味を理解している。 
＝ ＋ の意味，変化の割合の意味など一 の知識・理解 ○変化の様子，グラフの形，y ax b 

次関数の特徴を理解している。 
○一次関数を，どのような場面でどのように用いるか理解している。 
○一次関数を用いると，事象を考察したり，予測したりすることができ 
ることを理解している。 

○一次関数と二元一次方程式の関係を理解している。 
○連立二元一次方程式の解は座標平面上の二直線の交点の座標であるこ 
とを理解している。 

４ 指導・評価の計画（17時間取扱い） 
次 時 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評価項目（方法） 

※言語活動とその留意点 
○関数・一次関数の意味を 【関心・意欲・態度】 ※比例の関係と一次関数の関 

１ １ 理解し，身の回りの事象 身の回りの事象の中から，関 係になる事象を提示し，二 
・ の中から一次関数を見い 数や一次関数と見られるものを つの数量の変化や対応を調 
２ だす。 見付けようとし，表現しようと 一 べさせ，各自の考えを発表 

する。 次 させる。 
・問題を通して一次関数 ＝ （発表・シート） 関  y 

＋ で，定数 ， の持 【知識・理解】 数  ax b a b 
つ意味を理解させる また 関数，一次関数などの意味を と 。 ， 
既習の関数についても再度 理解している （シート） グ 。 
押さえる。 ラ 

○一次関数の値の変化を考 ・いくつかの問題を通して， 【数学的な見方や考え方】 フ 
３ 察し，変化の割合につい 一次関数では，変化の割合 一次関数 ＝ ＋ で，変 y ax b 

て理解する。 が一定で， に等しいこと 化の割合は一定で， に等しい a a 
に気付かせる。 ことがわかる。 

（シート） ※変化の割合の求め方につい 
て自分の考えをシートにま 
とめさせる。 

○一次関数のグラフの特徴 ・既習である比例のグラフの 【関心・意欲・態度】 
４ を理解し，一次関数のグ かき方を基に一次関数のグ 比例のグラフを基にして，一 
・ ラフをかく。 ラフについて予想させ，比 次関数をグラフに表そうとし， 
５ 例のグラフに平行であるこ グラフの特徴を明らかにするこ 
・ とに気付かせる。 となどに意欲的に取り組もうと 
６ する。 ※一次関数のグラフの切片と



（シート・発表） 傾きについて自分の言葉で 
【知識・理解】 シートにまとめさせる。 
一次関数のグラフの傾きと切 ※一次関数のグラフのかき方 

片の意味やグラフの特徴などを をシートにまとめさせ，発 
理解している （シート） 表させる。 。 
【数学的な表現・処理】 
一次関数のグラフをかくこと 

。（ ， ） ができる シート 小テスト 
○一次関数のグラフからそ ・一次関数のグラフから切片 【数学的な表現・処理】 

７ の関数の式を求める。 や傾き，座標をよみ取るこ 一次関数の式を，グラフ，傾 
・ とができることに気付かせ きと１点の座標，２点の座標か ， 
８ 式を求めさせる。 ら，それぞれ求めることができ 
・ る。 ※条件によって関数の求め方 
９ （シート・発表） が異なっていることをシー 

【数学的な見方・考え方】 トにまとめさせ，発表させ 
一次関数のグラフで，傾きや る。 

切片，通る点のうち，いくつか 
が分かるとその関数の式を求め 
ることができることに気付く。 
（シート，小テスト） 
【知識・理解】 

一次関数の式を，与えられた 
条件によって効率よく求める方 
法を十分に理解している。 
（シート・発表） 

○二元一次方程式のグラフ ・二元一次方程式 ＋ ＝ 【知識・理解】 ax by c 
ax by c ２ について理解し，そのグ のグラフが一次関数のグラ 二元一次方程式 ＋ ＝ 10 

ラフをかく。 フと同じようにしてかくこ のグラフの意味とそのかき方に 
とができることを確認させ ついて理解している。 一 
る。 （シート，小テスト） 次 

※直線上の２点を求めてかく 関 
。 数 方法についても説明させる 

○連立方程式の解とグラフ ・二つの方程式のグラフが交 【数学的な見方・考え方】 と 
の関係を理解し，２直線 わっているとき，その交点 連立方程式の解は，２直線の 方  11

・ の交点を求める。 の座標が二つの方程式を連 交点の座標であることを導くこ 程 
立方程式として解いたとき とができる。 式  12 
の解と一致することに気付 （シート，小テスト） 
かせる。 【数学的な表現・処理】 

２直線の交点の座標を，連立 ※問題の解き方をシートにま 
方程式を使って求めることがで とめさせ，自分の考えを発 
きる （シート，小テスト） 表させる。 。 

○事象の中から一次関数を ・いろいろな事象に関する問 【関心・意欲・態度】 
見いだし，一次関数を用 題に取り組ませ，一次関数 事象の中には一次関数とみる ３  13

本 いて問題を解決する。 を利用して問題を解決する ことができるものがあることに 
時 よさに気付かせる。 気付き，それらの問題を一次関 一 
・ 数を使って解決しようとする。 次 ※問題を解く手順について生 

（シート・発表） 関  14  徒に自分の言葉でまとめさ 
・ 【数学的な表現・処理】 数 せる。 

事象を，一次関数の表，式， の  15  ※自分の考えを班でお互いに 
グラフを用いて表現したり，処 利 説明させる。 
理したりすることができる。 用 
（シート，レポート） 
【数学的な見方・考え方】 
事象を一次関数とみて考察す 

ることで，問題を解決すること 
。（ ， ） ができる シート レポート 

４ 基本のたしかめ 16 
章末問題 17 
単元テスト



５ 本時の学習 
(1) 目標 具体的な事象を，一次関数の表，式，グラフ等を用いて表現し，それらを用いて 

見通しを持って問題を解決し，その解決方法を自分なりに根拠を持って筋道を立て 
て説明することができる。 

(2) 展開 
過程 学習活動【学習形態】 主な発問・指示等 教師の指導及び評価 備考 
つ １ 問題を知る。 ○「今まで学習したこと ○今まで学習してきた一次関 
か 【一斉】 を基に身の回りのこと 数の表，式，グラフについ 
む について考えてみまし て振り返らせる。 

10分 ょう 」 問 題 を 。 
書いた 

問題 電球が切れたので新しいものに買い換えます。あなたなら白熱 用紙 
電球と 電球のどちらを買いますか。 電球 LED 

( ) 自分ならどちらを買 ○「どちらを買うのか考 ○自分がどちらの電球を買う 学 習 シ 1 
うのか考える。 えてみましょう 」 のか，その理由を含めて考 ート 。 

個人 えさせる。 【 】 
( ) 比べるのに必要な条 ○「比べるのに必要な条 ○比較するために必要な条件 2 

件を考える。 件は何でしょう 」 にはどのようなものがある 。 
・ 電球の値段は？」 かを考えさせる。 「 
・ 電気代は？」 ○「みんなの考えた条件 ○考えた条件の中から比べる 「 
・ どっ ちが 明 る い の中から必要なものを ときに必要なものを選ばせ 「 

かな？」 選んでみよう 」 る。 。 

ふ ２ 課題を把握する。 
か
め 課題 自分が選んだ理由を友だちに分かりやすく説明しよう。 
る 白熱電球 電球 LED 
35分 電球１個の価格 円 円 90 1500 

電球の寿命 時間 時間 1500 40000 
電気代 時間 円 円 （ ） 100 120 20 

一斉 ・それぞれのメリットを 【 】 
おさえる。 

３ 課題を解決する。 ○「自分が選んだ理由を ○電球の価格，寿命，電気代 
(1) 自分なりの考えを 書きましょう 」 がどれくらいかを確認させ 。 

学習シートにまとめ る。 
る。 

個人 ○「電器屋の店員さんに ○自分が選んだ理由が分かる 【 】 
・ 白熱電球の方が安 なったつもりで，自分 ように，数学的な表現を用 「 

」 ， 。 いからこっちにしよう が選んだ方を買っても いて 論理的に説明させる 
「 ， ， ・ の方が電気代 らうために，どうした ○費用と時間の関係を表 式 LED 

が安いからこっちがい ら説得できるか考えて グラフ等を利用し表すこと 
い」 みましょう 」 ができることに気付かせる。 。 

※自分の考えの根拠を，自分 ・相手意識を持たせる。 
なりの言葉でシートにまと (2) 自分の考えを班で出 ○「友だちが自分の選ん 
めさせる。 し合い，お互いの考え だ品物を買ってくれる 

方について知る。 ように，数学的な表現 
※自分でまとめた考えを基に， 【 】 個人→グループ を使って，分かりやす 

根拠を示しながら班で説明 く説明しましょう 」 。 
させる。 ・表式グラフの活用。 

○「班で自分の考えを発 評価 
表し，お互いの考え方 Ａ：二つの数量の関係を， 
を確認しましょう 」 二つ以上の観点から数学的 。 

な表現を用いて具体的に説 
( ) 他の考え方と比較し ○「自分の考えと友だち 明することができる。 3 

自 分 の 考 え を 見 つ め の考えを比べてみまし Ｂ：二つの数量の関係を， 
直す。 ょう 」 数学的な表現を用いて説明 。 

個人 することができる。 【 】 
【 】 観察・シート 

（手立て） ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 
説明の仕方が分からない生 ｶﾒﾗ 
徒については個別指導を行 ﾊﾟｿｺﾝ 
う。 ﾌﾟﾛｼﾞｪ 

ｸﾀｰ 

※一次関数を利用して問題を ま ４ 一次関数のよさにつ ○「今日の学習を通して 
解くことのよさや分かった と いてまとめをする。 分かったことや気付い 
ことについて，自分なりの め 個人 たことを自分の言葉で 【 】 
考えを生徒の言葉でまとめ る まとめてみましょう。」 
させる。 ５分
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